
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年２月１０日                 全国一般神奈川                    第３０９（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
２
月
１
１
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

●
２
月
１
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

●
２
月
１
５
日 

 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
２
月
１
５
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
２
月
１
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

 

第
５
回
担
当
者
会
議 

●
２
月
２
０
日 

１
８
時 

事
務
所 

神
歯
信
栄
サ
ー
ビ
ス
会
議 

●
２
月
２
１
日 

１
３
時 

南
生
田 

ら
ぽ
お
る
の
樹
会
議 

 

●
２
月
２
２
日 

１
０
時 

事
務
所 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議 

●
２
月
２
２
日 

 

１
１
時 

事
務
所 

郵
政
対
策
会
議 

●
２
月
２
２
日 

１
４
時 

Ｌ
プ
ラ
ザ 

第
５
回
支
部
代
表
者
会
議 

＊
春
闘
学
習
会 

１
６
時
～ 

 

●
２
月
２
４
日 

１
３
時 

穂
積
事
務
所 

ビ
ス
テ
オ
ン
法
対 

 

●
２
月
２
７
日 

１
７
時 

病
院 

多
摩
川
病
院
折
衝 

●
２
月
２
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
３
月
９
日 

１
９
時 

事
務
所 

 

労
働
相
談
会
議 

 

●
３
月
１
０
日 

１
６
時 

穂
積
事
務
所 

ビ
ス
テ
オ
ン
法
対 

●
３
月
１
０
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
６
回
執
行
委
員
会 

 

●
３
月
１
１
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
３
月
１
９
日 

 

１
３
時
３
０
分 

ｗ
ｅ
ｂ 

ビ
ス
テ
オ
ン
第
１
４
回
期
日 

２６春闘 労働者の生活と権利を守るため、
インフレを上回る大幅賃上げを！ 

 第
３
１
回
全
国
協
各
県
代
表

者
会
議
は
、
大
崎
の
南
部
労
政
会

館
を
会
場
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
約
３

０
名
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
約
１
５
名
が

参
加
し
た（
神
奈
川
か
ら
は
２
４

日
に
会
場
４
名
、
２
５
日
に
会
場

２
名
の
参
加
）。 

１
日
目
、
望
月
書
記
長
が
春
闘

方
針
提
起
を
行
っ
た
。
情
勢
に
つ

い
て
「
世
界
的
な
右
傾
化
と
軍
事

化
」
と
題
し
た
項
目
に
１
月
３
日

の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
侵
攻
を
追
加
で
き
た
が
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
へ
の
野
望
は
間
に

合
わ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、ま

さ
に
世
界
が
急
速
に
軍
事
化
し

て
い
る
証
左
で
あ
っ
た
。日
本
は

力
に
よ
る
支
配
を
否
定
し
平
和

の
道
を
進
む
べ
き
と
こ
ろ
、
右
傾

化
が
進
み
外
国
人
に
不
満
の
は

け
口
を
見
出
す
よ
う
な
排
外
主

義
が
跋
扈
し
て
い
る
。
経
済
に
つ

い
て
は
円
安
に
よ
る
物
価
高
に

苦
し
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、高

市
政
権
は
失
策
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
継
続
を
打
ち
出
し
財
政
危

機
、
金
融
危
機
に
陥
り
つ
つ
あ

る
。
食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
で

は
円
安
は
食
料
品
の
高
騰
を
意

味
す
る
。日
本
全
体
で
実
質
賃
金

は
マ
イ
ナ
ス
が
継
続
す
る
状
況

で
、
私
た
ち
中
小
・
零
細
企
業
、

非
正
規
の
労
働
者
は
名
目
賃
金

す
ら
上
が
り
に
く
く
、
こ
の
ま
ま

で
は
生
活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く

な
る
。
今
春
闘
は
労

働
者
の
生
活
と
権
利

を
守
る
た
め
イ
ン
フ

レ
を
上
回
る
大
幅
賃

上
げ
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
他
、
課
題
と
し
て

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別

と
女
性
労
働
者
の
現

状
」「
介
護
政
策
と
現

場
の
現
状
」「
入
管
体

制
と
排
外
主
義
の
動

き
」
「
原
発
回
帰
と

「
棄
民
」
政
策
」
を

掲
げ
、
以
下
の
３
つ

の
分
科
会
を
２
４
日

に
開
催
し
た
。
①
介

護
労
働
、
②
移
住
労

働
者
、
③
最
低
賃
金 

２
５
日
は
元
Ｊ
Ａ
Ｍ
副
書
記
長

の
労
働
運
動
ア
ナ
リ
ス
ト
早
川
行

雄
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。
世
界
で

は
産
業
別
組
合
が
主
流
で
あ
る
が

日
本
は
例
外
的
に
企
業
別
組
合
が

主
流
で
あ
る
。
そ
の
生
成
の
歴
史

か
ら
、
と
り
わ
け
連
合
傘
下
の
御

用
組
合
の
現
在
の
惨
状
の
要
因
を

分
析
し
た
。
労
働
組
合
は
自
発
的

結
社
と
し
て
の
再
生
が
求
め
ら
れ

る
と
し
て
、
強
制
加
入
の
ユ
ニ
オ

ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定
の
問
題
点
を
指

摘
し
た
。
全
国
協
は
自
発
的
で
平

等
な
協
力
関
係
に
基
づ
い
て
構
成

さ
れ
る
組
織
だ
が
現
在
は
傍
流
組

織
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ

２
６
春
闘
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

県
共
闘
春
闘
学
習
会
が
１
月
３
０

日
、
全
国
協
の
大
野
委
員
長
を
講

師
に
招
い
て
神
奈
川
労
働
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
、
３
０
名
の
仲
間
が
参

加
し
た
。
冒
頭
の
沢
口
議
長
の
挨

拶
で
、
年
頭
に
発
生
し
た
ト
ラ
ン

プ
政
権
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
統

領
の
武
力
拘
束
に
象
徴
さ
れ
る
、

外
交
努
力
を
放
棄
し
た
軍
事
力
に

よ
る
国
際
秩
序
崩
壊
が
広
が
っ
て

い
る
情
勢
が
指
摘
さ
れ
、
危
機
感

を
共
有
し
た
。
そ
し
て
呼
応
す
る

よ
う
に
戦
争
が
で
き
る
国
か
ら
ま

さ
に
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
を
目

指
す
高
市
政
権
の
正
体
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
高
市
政
権
に
よ

る
軍
事
大
国
化
の
行
き
着
く
先
は

戦
争
に
よ
る
労
働
者
の
生
活
破
壊

に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
本
性
を
暴

き
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

一
方
で
私
達
中
小
非
正
規
労
働

者
の
権
利
・
生
活
に
目
を
向
け
れ

ば
、
労
働
分
配
率
が
下
が
り
実
質

賃
金
が
減
り
続
け
る
日
本
社
会

で
、
生
活
で
き
る
賃
金
を
労
働
者

が
取
り
戻
す
為
の
闘
い
の
柱
と
し

て
、
全
力
で
春
闘
に
取
り
組
む
こ

と
が
労
働
組
合
に
問
わ
れ
て
い

る
。
大
野
委
員
長
か
ら
提
起
さ
れ

た
、
企
業
の
内
部
留
保
や
金
融
所

得
課
税
や
法
人
税
・
累
進
課
税
強

化
を
税
源
と
し
た
所
得
再
分
配
を

目
指
そ
う
。
手
取
り
を
増
や
す
と

い
う
ご
ま
か
し
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

大
企
業
や
大
株
主
の
利
益
至
上
主

義
を
党
是
と
す
る
自
民
・
維
新
連

立
政
権
の
実
態
を
き
ち
ん
と
見
極

め
よ
う
。
経
済
界
が
目
論
む
労
働

諸
法
制
改
悪
の
狙
い
を
明
ら
か
に

し
て
、
私
達
の
権
利
侵
害
や
生
活

崩
壊
に
断
固
闘
っ
て
い
こ
う
。
と

も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
八
木
） 

１
・
２
４ 

～ 

２
５   

第
３
１
回 

全
国
協 

各
県
代
表
者
会
議
で
２
６
春
闘
方
針
を
確
認 

県
共
闘
春
闘
学
習
会
で
２
６
春
闘
ス
タ
ー
ト 

ム
ダ
ニ
市
長
誕
生
を
例
に
地
域
主

権
主
義
運
動
な
ど
と
連
携
し
て
主

流
に
押
し
上
げ
る
こ
と
も
提
言
さ

れ
た
。
労
働
組
合
に
も
分
断
が
あ

り
、
日
本
の
構
造
が
行
き
詰
ま
っ

て
い
る
の
を
感
じ
た
。 

各
地
区
報
告
討
議
で
は
、
２
日

間
で
９
件
、
争
議
の
経
過
や
介
護

の
現
場
の
状
況
、
脱
法
的
な
雇
用

責
任
逃
れ
、
組
織
強
化
に
つ
い
て

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
２
６
春
闘

に
向
け
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。 

 
 

２
６
春
闘
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
！ 

（
清
水
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２０２６年２月１０日                 全国一般神奈川                    第３０９号（２） 

２
０
２
３
年
の
春
闘
の
団

交
拒
否
に
つ
い
て
神
奈
川
県

労
委
に
て
不
当
労
働
行
為
と

認
定
さ
れ
た
が
、
会
社
に
課

さ
れ
た
の
は
謝
罪
文
の
交
付

（
ポ
ス
ト
ノ
ー
テ
ィ
ス
）
の

み
で
あ
っ
た
。
テ
ク
ノ
ウ
エ

ー
ブ
は
す
で
に
営
業
を
停
止

し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
団
結

権
侵
害
状
態
及
び
集
団
的
労

使
関
係
秩
序
の
回
復
に
は
不

十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
金
銭

賠
償
を
求
め
て
２
０
２
５
年

１
１
月
４
日
に
中
労
委
に
再

審
査
を
申
し
立
て
を
行
っ
て

い
る
。 

テクノウエーブ 
不当労再審査申立て 
1/28 中労委第一回調査 

１
月
２
８
日
、
第
一
回
調

査
が
港
区
の
中
央
労
働
委
員

会
に
て
行
わ
れ
、
県
外
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
１
３
名
の
組

合
員
が
駆
け
付
け
た
。
被
申

立
人
で
あ
る
清
算
人
の
鳥
居

眞
理
氏
は
県
労
委
に
引
き
続

き
姿
を
見
せ
る
こ
と
な
く
代

理
人
の
み
が
出
席
し
た
。
被

申
立
人
は
答
弁
書
に
て
全
面

的
に
争
う
と
主
張
し
、
謝
罪

文
の
交
付
は
役
に
立
た
な
い

と
認
め
て
神
奈
川
県
労
委
の

命
令
の
取
り
消
し
ま
で
も
主

張
し
て
い
る
。
鳥
居
眞
理
氏

の
団
交
拒
否
と
い
う
違
法
行

為
に
よ
り
著
し
く
組
合
の
団

結
権
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と
は

認
定
済
な
の
だ
か
ら
、
謝
罪

文
が
役
に
立
た
な
い
と
理
解

し
て
い
る
な
ら
金
銭
支
払
に

よ
る
解
決
し
か
な
い
で
は
な

い
か
！ 

調
査
後
は
充
分
に

聞
き
取
り
し
て
い
た
だ
き
、

特
に
使
用
者
側
に
多
く
の
時

間
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。 

第
２
回
調
査
は
３
月
３
０

日(

月)

１
３
時
３
０
分
で

す
。
力
強
く
闘
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
元
テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
組
合
員
） 

全国一般神奈川 レクリエーション企画 

れ春のお花見会のお知らせ 

  

 

 

 

 

 

 

＊今年は開催場所を変え、相模川・中津川・小鮎川が同

時に合流する場所にある河川敷でお花見を行います。 

日時  2026 年３月 29 日（日） １０：３０～１５：００位 

場所  相模川三川合流地点河川敷（写真） 

（小田急線「本厚木」駅 徒歩１７分） 

会費  無料 

※組合で多少の飲物とおつまみ類は用意いたします。現地の会
場に行くまでにイオンやＯＫストア、コンビニがありますので
各自でお好きな物をご購入下さい。 

※小田急線本厚木駅 東口改札前 １０：００に集合！ 
連絡先：瀧山 携帯 ０８０－１１９９－０２３３ 

①  

介
護
労
働 

▽
介
護
産
業
は
自
由
市
場

で
は
な
く
規
制
市
場
䢪
公

的
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
価
格

(
報
酬)

は
政
府
が
決
め
る

公
定
価
格(

準
市
場)

䢪
し

っ
か
り
や
っ
て
も
、
手
抜
き

で
も
報
酬
は
一
緒
䢪
効
率

化=

低
サ
ー
ビ
ス
、
人
権
無

視
に
つ
な
が
り
や
す
い
。 

▽
政
府
の
福
祉
政
策
と
直

結
䢪
政
府
の
政
策
に
基
づ

い
て
、
公
定
価
格
の
基
礎
に

な
る
報
酬
、
人
員
配
置
基

準
、
そ
の
他
の
規
制
や
対
策

も
厚
労
省
が
決
定
。 

▽
介
護
労
働
者
の
賃
金
・
労

働
条
件
は
ほ
ぼ
同
じ
水
準

䢪
大
元
は
政
府
予
算
。
全
産

業
平
均
か
ら
月
額
お
よ
そ

８
～
１
０
万
円
低
く
、「
加

全国協各県代 分科会 参加報告 

算
」
を
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

ほ
ど
低
額(

加
算
は
利
用
者

負
担)

。 

▽
介
護
は
社
会
連
帯
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
す
る
産
業
䢪

ケ
ア
労
働
の
根
幹
は
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
の
当
事
者

主
権
の
尊
重
。
連
帯
し
て
社

会
福
祉
の
充
実
を
！ 

大
き
な
課
題
が
山
積
し

て
い
る
介
護
労
働
の
現
状

を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

私
は
、
介
護
の
現
場
は
組
合

が
少
な
く
、
困
っ
た
事
や
嫌

な
事
が
あ
っ
た
ら
相
談
し

解
決
す
る
こ
と
な
く
次
の

職
場
を
探
し
、
転
職
し
て
し

ま
う
方
々
が
多
い
こ
と
も

他
職
種
よ
り
環
境
が
悪
い

こ
と
の
一
要
因
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
介
護
関
係

者
が
多
く
参
加
で
き
る
労

働
組
合
が
も
っ
と
で
き
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
野
中
） 

 ② 

移
住
労
働
者 

「
移
住
労
働
者
」
が
増
加

し
、
改
め
て
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
彼
ら
が
安
心
し

て
働
け
る
環
境
を
創
る
の

が
、
労
働
組
合
の
仕
事
で
あ

る
。
外
国
人
の
権
利
闘
争
を

社
会
に
知
ら
し
め
る
、
逆
に

良
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。 

私
が
属
す
る
の
は
障
が

い
者
支
援
事
業
。
そ
こ
で
安

易
に
外
国
人
労
働
者
を
入

れ
る
こ
と
を
説
く
有
力
者

が
現
れ
、
そ
れ
に
抗
す
る
理

屈
が
必
要
と
考
え
参
加
し

た
。 

各
地
で
闘
う
組
合
の
多

数
の
ケ
ー
ス
報
告
を
聴
く

限
り
、
実
に
「
け
し
か
ら

ん
」。
そ
の
報
告
の
一
例
。

労
働
法
令
で
労
働
条
件
の

差
別
的
扱
い
が
禁
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
外
国
人
が
限
り

な
く
最
低
賃
金
で
あ
る
こ

と
を
裁
判
で
争
っ
た
が
、
外

国
人
雇
用
の
た
め
に
企
業

は
「
管
理
団
体
」
に
諸
費
用

を
払
っ
て
い
る
か
ら
不
当

で
は
な
く
「
賃
金
抑
制
の
口

実
を
認
め
る
」
と
い
う
判

決
。
で
は
「
管
理
団
体
」
と

は
何
か
？
雇
用
主
と
は
別

に
法
で
定
め
ら
れ
た
団
体

で
、
母
国
の
送
り
出
し
団
体

か
ら
引
き
継
い
で
、
入
国
後

に
本
人
と
実
習
先
を
結
び
、

相
談
支
援
等
も
行
う
国
が

認
め
た
団
体
で
あ
る
。
一
部

の
管
理
団
体
は
、
雇
用
企
業

か
ら
１
人
当
た
り
２
０
万

円
の
報
酬
が
あ
る
と
か
、
団

体
が
運
営
す
る
寮
（
ワ
ン
ル

ー
ム
）
に
一
人
５
万
円
で
１

０
人
が
詰
め
込
ま
れ
た
と

か
、
争
い
に
な
れ
ば
企
業
側

に
立
つ
と
言
う
報
告
も
あ

る
。
移
住
労
働
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
多
方
面
か
ら
の

課
題
が
あ
る
。 

分
科
会
で
は
「
技
能
実
習

制
度
」「
入
国
管
理
法
」
の

更
な
る
学
習
が
問
わ
れ
た
。 

我
々
は
机
上
の
議
論
で

は
な
く
、
現
実
に
「
移
住
労

働
者
」
に
何
が
起
き
て
い
る

の
か
を
直
視
し
向
き
合
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

（ら
ぽ
お
る
の
樹 

八
谷
） 

③ 

最
低
賃
金 

服
部
中
央
副
執
行
委
員

長
が
座
長
と
な
り
、
春
闘
の

中
で
最
賃
を
意
識
し
た
取

り
組
み
を
す
る
意
義
が
整

理
さ
れ
た
。
最
賃
引
き
上
げ

は
労
働
者
の
３
～
４
割
が

影
響
を
受
け
る
た
め
最
大

の
物
価
高
対
策
に
な
り
、
未

組
織
の
仲
間
を
組
織
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
地
域

に
出
て
運
動
し
よ
う
。
春
闘

の
要
求
額
が
、
最
賃
の
引
き

上
げ
率
以
下
で
は
キ
ャ
リ

ア
の
あ
る
労
働
者
の
賃
金

が
最
賃
に
近
づ
い
て
し
ま

う
の
で
、
要
求
額
を
見
直

し
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
賃
金

制
度
を
要
求
す
べ
き
で
あ

る
。 

ゼ
ネ
ラ
ル
ユ
ニ
オ
ン
か

ら
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
で
仕

事
を
掛
け
持
ち
し
て
も
労

働
時
間
が
少
な
く
、
現
在
の

最
賃
で
は
月
収
２
６
万
に

８
割
の
労
働
者
が
到
達
し

て
い
な
い
現
状
が
報
告
さ

れ
た
。 

各
県
の
最
低
賃
金
審
議

会
の
労
働
者
側
の
意
見
陳

述
の
違
い
も
報
告
さ
れ
問

題
点
を
共
有
化
し
た
。
今
年

は
絶
対
に
発
効
日
を
遅
ら

せ
る
こ
と
は
阻
止
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。 

職
場
と
地
域
で
の
運
動

を
審
議
会
へ
の
申
し
入
れ

と
合
わ
せ
て
力
強
く
進
め

よ
う
！ 

 
 
 

（
清
水
） 


